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日本刀の科学

原料

鉄（てつ）　炭素量0－仙開削含むもの

加熱しなくても延びる

鋼（はがね）炭素量仇08－L7％含むもの
加熱して廷びる

銑（すく）　農雷量L7％以上含むもの

加熱しても廷びない

嫌な不純物　リンとイオウ



常軌

田刀傑たたらの・構造図．

木炭を入れる． 砂鉄を入れる．



操業3日目の炉の状態．

炉を崩して精鋼（錐）をとりだす．
竹

組出し作業．



（a）玉鋼　ト●“l．！％

（。）目　白I～hi％l小
一鵬下

（e）大鍛冶屋用

（b）大割下　飢え～J．0％

（d）都下　　af－ト1％

玉鋼と卸し鉄用材料の種類．

（f）銑　J・7％lメ上

う‾う



つきあっている

ゝ．このようなこ

墓で，しかも強く

に散ってしまう

ず．

くなればなるは

くに銑（ずく）

－は砂状に飛び散

かようなことか

チ低温で赤め，軽

んでからだんだ

カも強くしてい

）られます．

らいが良いとさ

）がってからの肌

：しまうと肌目が

）ともいわれてい

きは3mmから6

仁いうちにすばや

日本刀の素材（玉鋼）．

します．このときに炭素量の高い部分はピシピシ　　　た’

そうでない部分は水中からとり出し，次の小割りの作業で，



とi

鋼（左）と鉱渾（右）．

／r＼虫Iln作蛍

と；！

も1

い‾



テコ棒の手元に細縄が巻かれる．

テコ棒の先端部を赤めて整える．

テコ台（テコ皿）を付ける・

使用できればそれに越し

りませんが，テコ棒は連

ならないため，下級の王

事は足ります．したがっ

ては普通の錬鉄で，あそ

のテコ棒をつくり，そ¢

つくった棒を沸し（わか

くるなどの工夫がなさオ

テコ棒のつくり方は鋼

り返し鍛え，前述した音二

打ち延ばします．そし一一

は台が付けられやすい・

ぎ状に打ち出されてい

で持つ部分は，テコ橡

くなっても持つことえ

に，麻などで織られた■

ます．そして縄はかた

が，万一この縄に火が

もすぐに解けることが

殊な巻き方が考案され

台はテコ棒と異なって

部となります．そのた

材料は，その上に積み

鋼同様良質な玉鋼が便

テコ棒と台の接着方法

ドで赤め，テコ棒の先



，ゝ，あるい　す

オ料に使用

玉鋼をへ

±呼び，そ

“へし屑”

三とがあり

ごあったこ

∋くる

を沸すにあ

「い位置に

また鍛錬

王しい位置

ヒりしない

重具です．

ま，小割り

D台（皿と

ます．

翼の部分が

へし屑

へし屑を積みまねの透き間に詰める．

3－エア



右する

沸しをかける．

う‾20

ありま

さて，“

には2

錬”で，

から，そ

出して

ば，た式



（抄　仇に餌i邦L Lほんわかしノ　へこ悼りよタ．∠卜沸しし’は顧骨」‘

ふいて風を送り，沸きが盛んになるとテコ棒をうまく操作して，

くるくると回して動かし，全体に火が通るようにして沸します．

どき鋼をホドから出してみて，鋼の表面に付着したアクを払い・

を付ける，この作業を繰り返すうちに鋼の鉱浮が抜けて底に溜

まり精錬が立派におこなわれたことになります．

⑨　最後に仮鍛錬ともいうべきか，大槌でもって沸かされた鋼

沸かされた鋼を大槌で叩く．

き方で注意する

くら鋼がなじん

だ総体的に弱い

叩き固め，鋼の

充分注意を払っ

あります．

続いて大槌で叩

になると鋼はか

ますので，そう

砕けることはあ



償鹿

が申

七が

した

らい

ら光

れば

▼

①　折り返しのため，タガネを入れる．

③　折り返しされた網．

（∋　折り返される鋼．

④　折り返し鍛錬された鋼の断乱

折り返し鍛錬

唾；葺≡≧　辱三戸≧　笹⊇声≡　蜃室戸≡≡
（a）満にタかネを入れる．（b）折り返す．　（e）一枚に延ばす．（d）鰍こタかネを入れる．

辱≡三戸≡≡≡
（e）折り返す． （f）一枚に延ばす．

十文字鍛え

（g）横にタグネを入れる．

3‾27



心鉄を皮鉄で包む．

／亡歓て俊とも

釘壮観，

う一兎竃琵賃



盈？止み

もの

て作

よう

ませ

つく

石州

の形

．，平

を加

があ

靴し

疎と

ない

慎重

；し

①　あてぴしとU字台を使って皮鉄を曲げる・ ②　小槌を使ってさらに打ち曲げる．

③　皮鉄（左）と心鉄（右）．

造り込み（甲伏せ）の順序．

り上げようとすれば，長さ2尺3寸

に，幅を1寸2分に仕上げようとす

れば8分に，厚さは4分になるよう

に打ち延ばします．延ばし方は，沸

して一度にこの寸法にするのではな

く，沸しては打ち延ばす，また沸し

ては打ち延ばすといったように回を

重ねながら無理がかからないように

だんだんと少しずつ打ち延ばしま

喧）皮鉄に心鉄を入れる．

紫延べ

如八・日う



刃も＜71鴨し

切先を造るため，先を切りとる．

②

切先の打ちだしの順序．

打ちだされた切先．

3－36

切先を打ちだす．

す．あまり強く叩くと，庇の原因となるのに

加え，心鉄が中で振れたり，ひどいときには

心鉄が表面に露出してしまうことさえありま

す．

素延べには大槌と小槌が周いられ，金敷の上

へ置かれ，横座の小槌で金敷の上を叩く音に

指示されながら1名の先手によって延ばされ

ます．また三の作業で泥汁は必要ありません

が，状況によってワラ灰を付けながらおこな

います．

切先の打ち出し

素延べが終えると切先（きっさき）の打ち出しに移りますが，打

ち出すに先だって，素延べた先端，つまり切先となる部分を斜め

に切り落とします．そしてここを加熱して小槌で叩いて切先を打

ち出すわけですが，よく斜めに切った方を刃方にするという間違

いをする人がいます．それは逆で切りとった方が棟になり，その

ためには図に示したような工程で打ち出します．

それは切断面の方を刃方とすれば，鍛えた肌目が，切先の先端で

途切れてしまうことになるからです．

この切先の打ち出しは日本刀の姿をきめる基礎となり，たいへん



焼き入れの温度は，相州伝（そうしゅうでん）では火を強く，那

合いをとる．

でん）では火モ

いわれていま

かなか難しい・

出来の

ん生じますか

にえ）となるこ

にみる，沸，小

んだものとは

古いものは侶

れたことも考



焼き入れ

焼き入

が，そ

あたっ

調合の

に至っ

となっ

場合に

くは鞘

赤めの

身を弓

急冷し

IJ「ヒ八十1轟も⊥Lさ＋．口．≧　ケ　↓1－rホ台巨1　　＿つ
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FJG．9－13　MicrostructureofO．2％carbonsteel：（a）fastcooHngrate．（b）slovvcoolingrate
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の断面（刃文部の組織）．

忠広の断面（棟部の組織）．

忠広の断面組織．

」些の断面一一鴎＝⊃

忠広の断面（心部刃文部寄りの組織）．

刃文部ミクロ＼組織：マルテンサイ

ト＋トルースタイト

刃部ミクロ組織：微細マルチンサ

イト

心部ミクロ組織：ソルバイト＋フェ

ライト（両方の組織が同量程度なの

で心鉄としては硬目の組織です．）

息広のミクロ組織

刀・‥銘；近江大橡藤原忠広〔おおみだいじょうふじわらただひろ，肥前国（ひぜん

のくに）江戸時代〕
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